
 

海外子会社のグローバル・ガバナンス 
 

◆日 時 ： 2018 年 6 月 6 日（水） 13:00～17:00 

◆会 場 ： 東京・麹町「厚生会館ホテル」 

◆講 師 ： ●高原  彦二郎氏 コンサルビューション ㈱ 代表取締役 中小企業診断士 

【略歴】1980年に出光興産(株)入社。1985年から出光興産(株)ロンドン支店、香港事務所副代表、 

北京事務所所長、2002年から出光興産(株)海外部海外課課長を歴任後に独立。出光興産在職中、 

中東駐在員脱出とテロリスト対応のクライシスマネジメント、海外店の内部監査、内部統制システ 

ム構築など23カ国の海外子会社経営管理等を経験。2005年7月にコンサルビューシヨン株式会社 

を設立し、中国、アセアンを中心に、日系企業の経営内部監査、不正監査、内部統制システム等、 

会計、税務、労務、知財、債権回収、撤退、リストラ等の日本企業のビジネス・リスクマネジメン 

トを手がける。 

      ジェトロの中国リスクマネジメント委員会委員、中小企業庁・中小機構の海外事業評価委員会委員 

等を歴任。「中国進出企業の労務リスクマネジメント（日本経済新聞社出版）」など、著書多数。 

 

●芝 正孝氏 合同会社 シー・エム・パス 代表 

コンサルビューョン ㈱ パートナー コンサルタント 

            【略歴】1980 年に（株）日立製作所に入社。生産技術研究所、日立ディスプレイズでの中国工場 

設立、本社 IT戦略室などを経て、2006年より欧州CIOとしてロンドンに赴任。欧州・中東・ア 

フリカ内の日立グループ約 950 社のガバナンスの構築を実施。2012 年に日立本社に戻り、IT 

統括副本部長・IT 戦略本部長として、欧州の経験を活かし、日立グループの国内外全 950 社の 

グローバル ITガバナンス・スキームの構築を主導。2016年に日立グループを離れ、お客様のグ 

        ローバル・ガバナンス・スキーム構築をお手伝いする「合同会社シー・エム・パス」を設立し、  

        代表に就任、現在に至る。博士(工学)。 

  
一般社団法人 企業研究会 セミナー事務局宛  ＊当会ホームページ（https://www.bri.or.jp）からお申込みいただけます。       

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

*申込書にご記入頂きました個人情報は、本研究会に関する確認・連絡及び弊会主催のご案内をお送りする際に利用させていただきます。 

http://www.bri.or.jp 
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●受講料●１名〈税込み、資料代含む〉 

正会員 32,400 円  (本体 30,000 円) 

一 般 35,640 円  (本体 33,000 円) 

●申込書に所定事項ご記入の上、下記担当者あてに FAX 

いただくか、当会ホームページからお申し込みください。 

後日（開催日１週間～１０日前までに）受講票・請求書を 

お送り致します。 

●申込書をＦＡＸにてご送信いただく際は、ＦＡＸ番号を 

お間違えないようご注意下さい。 

●会員企業のご確認、その他セミナーに関するご不明な点に 

つきましては、当会ホームページより〔ＴＯＰ〕→ 

〔公開セミナー〕→〔よくあるご質問〕をご参照下さい。 

●最少催行人数に満たない場合は、中止とさせていただくこと

もありますので、ご了承下さい。 

一般社団法人企業研究会  
担当：村野  E-mail murano@bri.or.jp 
〒102-0083  

東京都千代田区麹町 5-7-2 麹町Ｍ－ＳＱＵＡＲＥ２Ｆ 

TEL 03-5215-3512   FAX 03-5215-0951 



 

海外子会社のグローバル・ガバナンス 
 

【開催主旨】 

日本企業の海外展開が加速する一方、日本では予想できない様々な海外ビジネスリスクへの適確な対応が

日本本社に求められてきています。今までの日本企業の多くは、駐在員を現地の責任者として派遣する事で、

そのビジネスリスクへの対応を行ってまいりました。 

しかし、駐在員コストの問題とコスト削減、海外のビジネス文化を知り、海外子会社を経営する事ができ

る人財の不足等から、今まで以上に本社が中心となり、海外子会社のガバナンスを確立する事が求められて

きています。 

本セミナーでは、本社海外事業の管理部門が対応すべきグローバルリスクとそのリスクマネジメント手法

と海外子会社全体のガバナンスをどの様に行うべきかの手法を学ぶ事を目的としております。 

尚、ガバナンス関連セミナーでは、ガバナンス理論の説明に終始するケースが見受けられますが、本セミ

ナーでは、本社の策定するユニバーサル・ポリシーを中心にガバナンス理論をどの様に海外子会社全体に実

務として落とし込んでいくかについて、実務者の観点から御説明をさせて頂く予定です。 

 

 

１．効果的な海外子会社のビジネスリスクマネジメントとは 

（１）ガバナンス対象の見極め 

（２）異文化とリスクアプローチ 

（３）ＣＳＰとの整合性とビジネスリスクマネジメント 

（４）ALARP原則とは 

 

２．グローバル・ガバナンスを成功させるには 

（１）海外現地法人が置かれている環境について 

（２）グローバル・ガバナンスのために日本の本社が取り組むべき課題とは 

（３）望ましいグローバル・ガバナンスのあり方について 

・ガバナンス上の対立について 

・「孫悟空型グローバル・ガバナンス手法」のご紹介 

・「孫悟空型グローバル・ガバナンス」に欠かせない「形式知」三要素 

 


